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　一神教学際研究センターは毎年 11 月に国際ワークショッ

プを開催し、特定の地域における一神教の課題を検討してき

た。2004 年度はアメリカ合衆国、2005 年度は東アジアを取

り上げたが、今年度はヨーロッパ（EU）に焦点を絞った。

　「『ヨーロッパ』という自己理解」がEU諸国にとっての緊

急の課題となっている原因は、ヨーロッパ諸国におけるムス

リム移民とムスリム系市民の増加であることは明らかであ

る。EU統合の理念はイスラームの宗教伝統と共存できるの

か。基本的人権の尊重、民主主義、多文化主義というEUに

とっての基本的理念は、「ヨーロッパ」の歴史的伝統を十分

に反映したものであるのか。

　イスラームとの関係だけでなく、第二次世界大戦後のヨー

ロッパは「ホロコースト」という歴史的トラウマを抱えてお

り、つねにこれを意識しつつ、自己規定を行ってきた。ホロ

コーストの背景には、ヨーロッパにおける伝統的な「反ユダ

ヤ主義」が存在している。「反ユダヤ主義」と今日の「イスラー

ム恐怖症」のあいだには、共通点はあるのか。

　「ムハンマドの風刺画」事件に象徴されるように、かつて「キ

リスト教世界」であったヨーロッパは、アメリカ合衆国とは

異なり、今日、世俗主義（反宗教）が支配的である。「『ヨーロッ

パ』という自己理解」にとって、3つの一神教の関係だけでな

く、宗教と反宗教（世俗主義）の対立は、重要な要素となっ

ている。このような歴史的・政治的・社会的・宗教的・思想

的背景をもった「『ヨーロッパ』という自己理解」の問題を、

今回の国際ワークショップでは、とくに一神教に焦点を絞り

議論を行った。

　過去 2回の国際ワークショップと比べて、今年度は海外か

ら招聘する研究者を 4名に絞った。ヨーロッパのイスラーム

系思想家を代表する存在であるターリク・ラマダーン氏をは

じめ、すべての招聘研究者はヨーロッパにおける一神教が抱

えている問題について、示唆に富んだ興味深い報告を行い、

日本からの参加者とのあいだで白熱した議論を展開すること

ができた。

　次頁にヨーロッパからの招聘研究者と、2日間にわたって

行われた 4つのセッションのプログラムを紹介する。

　なお、一神教学際研究センターは今年1月に明石書店から、

国際ワークショップのテーマに関連した『EUとイスラーム

の宗教伝統は共存できるか ─「ムハンマドの風刺画事件」の

本質─』（森　孝一編著、同志社大学一神教学際研究センター

企画）を刊行した。

　（同志社大学大学院神学研究科教授　森　孝一）

11月4日（土）

第1セッション

公開シンポジウム「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

司　会：森　孝一（同志社大学）

講　演：ターリク・ラマダーン（ヨーロッパ・ムスリム・ネットワーク（ブ

リュッセル））

「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

リズベット・クリストファーセン（コペンハーゲン大学）

「『ヨーロッパ』という自己理解へのキリスト教の貢献」

アブラハム・ソーテンドルプ（進歩的ユダヤ教世界連合）

「自己理解への葛藤」

ハミット・ボザルスラン（イスラーム・イスラーム社会研究所（フ

ランス））

「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

第2セッション

「ムスリムにとってのヨーロッパ」

司　会：中田　考（同志社大学）

発　表：ターリク・ラマダーン

「ムスリムにとってのヨーロッパ」

コメント：内藤正典（一橋大学）

11月5日（日）

第3セッション

「ヨーロッパにとっての反ユダヤ主義」

司　会：手島勲矢（同志社大学）

発　表：アブラハム・ソーテンドルプ

「ヨーロッパにおける反ユダヤ主義 ─治癒可能な病か？─」

コメント：菅野賢治（東京都立大学）

第4セッション

「ヨーロッパはなおキリスト教世界なのか？」

司　会：小原克博（同志社大学）

発　表：リズベット・クリストファーセン

「複数の公共宗教 ─複雑に絡み合う聖・俗政治とヨーロッ

パの未来─」

ハミット・ボザルスラン

「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

コメント：中田　考（同志社大学）

CISMOR国際ワークショップ2006

「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

日　時：2006年11月4-5日

会　場：同志社大学　今出川キャンパス　明徳館21番教室　新島会館
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　京都といえば神社仏閣、寺院がひしめ
く仏教の都。平安建都の昔からそうだっ
たと思われるであろうが、桓武天皇の平
安遷都（西暦 794 年）当初、京内に寺院

が即位する。直後の 810 年、「薬子の乱」
が起こり、平城上皇方の平城遷都などの
策謀が敗れ、「先帝（桓武帝）の万代宮
と定め賜える平安京」が嵯峨天皇によっ
て確立。しかし、京中に他の寺院が造ら
れるには、鎌倉時代も末期、日蓮の法孫、
日像の登場を待たなければならない。
　この桓武朝・嵯峨朝の時代機運に乗っ
て、新しい日本仏教の礎を築く、最澄

（767-822）と空海（774-835）が現れる。
王城鎮守の比叡山延暦寺と言えば、伝教
大師最澄。教王護国の東寺と言えば、弘
法大師空海。桓武天皇は平安京遷都の
10 年前に、まず長岡京に遷都した。そ
の時最澄 18 歳。翌年奈良東大寺戒檀院
で受戒し僧侶資格を得ると、比叡山に草

はなく、羅生門の東西に東寺と西寺が、
王城守護の官寺として創建されたのみ
であった。806 年に桓武天皇崩御、平城
天皇が即位。3 年後には、弟の嵯峨天皇

庵を構え、3 年後に比叡山寺を建立する。
平安遷都後の 797 年、宮中の道場に仕え
る官吏となる。804 年、遣唐大使に随っ
て入唐し、天台宗という、日本に入って
はいたが、宗派としては未樹立の教学を
学び、翌年帰国。806 年、それとは少し
異なる日本的天台宗を開いた。奈良の
諸大寺は小乗の僧を養成するのみと批判
し、大乗仏教の戒律で受戒できる戒壇を
比叡山上に設立、真に護国の僧達を世に
送り出すことを念願した。一方、時を
同じくして、797 年、都の大学にいた 24
歳の空海は『三教指帰』を著し、儒教・
道教・仏教の優劣を論ずるが、その後、
官吏への道から離れる。804 年、東大寺
戒檀院で受戒、留学僧として入唐、唐に
伝わって半世紀余りの最新仏教を学び、
翌々年に帰国。それに基づきながらも、
真言宗と名づけた新宗派を開いた。834
年、唐の内道場に準じ、宮中真言院で、
正月朝儀に続く仏教行事、後七日御修法

（ごしちにちみしゅほう）を修すること
が認められた、その翌年のことである。
　奈良時代に鎮護国家の宗教として、仏
教は受け入れられた。平城京では都の中
心に多くの寺院が建てられていた。それ
らが平安京に遷されなかったのはなぜ
か。また、最澄も空海も、なぜ東大寺
で受戒して、そのまま比叡山を預かった
り、都の中に寺院を建てたりすることが
できず、唐から新しい仏教を持ち帰る形
を取ったのか。これは、平安建都の第一
義が、桓武・嵯峨天皇に代表される天智
系の天皇たちが、平城天皇に代表される
天武系に操られる旧勢力を一掃して、真
に新しい都を建設することにあったため
であるらしい。新しい都の鎮護国家には、
新しい仏教が必要だったのである。
　ところで、仏教とは、簡潔に言えば、
ブッダが創始した教えである。ブッダと
は、インドのサンスクリット語で「覚
者、真理に目覚めた人」の意味。漢語の
音写表記が「仏陀」である。紀元前６世
紀から４世紀のある時期（一説に紀元前
463-383 年）、ガンジス川の中流域を活動
の中心として、80 年の生涯を送った実
在の人間である。姓名は、ゴータマ・シッ
ダールタ。現在のネパール国の中部地域
にあったサーキヤ族の国王長男として誕

生。生後まもなく母を失い、16 歳で結
婚して一男をもうけるが、苦しみに満ち
た人の生に思い悩み、29 歳で出家。妻
子を捨て、断食などの苦行に入った。当
時は、再生を繰り返しては、また後の世
でも、病・老・死に代表される生の苦し
みを受けるという、輪廻の苦から解脱す
る方法を求めて、苦行を行なう者達が数
多くいた。シッダールタは 35 歳で苦行
を捨て、瞑想を繰り返し経験することに
より、「もはや二度と再び生まれ変わっ
て、この苦しみを受けることはない」と
いう覚知に目覚めた。伝統的な言葉で、
成道あるいは開悟、大悟と表現される体
験である。彼はこの瞬間から、ブッダと
なった。仏教の出発点である。ブッダは、
その後半生、約 45 年に渡り、覚知した
内容を人々に説き続ける。また、教えを
求めて来た人々を諭し、出家させ、解脱
へと導いて行く。ブッダ直接の教えに随
い、世俗を離れた清浄な修行生活によっ
て、苦の原因である欲望を捨てて覚知を
得、解脱した「阿羅漢」たちは、500 人
と伝えられる。
　仏教の始まりにおいて、仏教は個人の
心の安寧救済を説くのみであり、全く現
世利益的なものを含まないし、国を護る
役割も持たない。当時インドにおいて、
そうしたことは社会規範も含め、ヴェー
ダの昔からバラモンが司るヒンドゥ教が
すべて支配しており、家族も生業も捨て
て生涯出家生活を送ることを唱導する仏

教は、反社会的と言わないまでも脱社会
的な、異端的宗教であったと言わざるを
得ない。後に大乗仏教が起こり、仏教も
また在家信者たちを包括する教えへと広
がって行くが、仏教がブッダの教えを根
本に置く限り、現世に背を向ける傾向は、
残り続けていくのである。
　繰り返すが、本邦において、仏教は鎮
護国家の宗教として受け入れられた。奈
良仏教は、毘廬遮那（びるしゃな）仏を
中心とした華厳の世界として寺院を建立
し、この世に仏国土を描こうとした。し
かし仏国土は本来この世とは離れた彼岸
の世界であって、この世で実現すること
はできない。この世を支配し、叶うなら
ば永遠に我が一族で支配し続けようとす
る権力者にとって、本来それを保障して
くれる教えを持たない外来の宗教が、ど
れ程の意味を持ち得たであろう。旧勢力
を一掃し、新しい都を建設しようとした
為政者たちは、自らが永遠の支配者であ
ることを保障し、安定した国家を護って
くれる、新しい仏教を求めたのであろう。
こうして当初、平安京では天台・真言の

「密教」のみが認められる。密教の中心
思想は、修行して灌頂を受けることによ
り、生身の人間がそのまま絶対的存在（い
わば活仏）になって、現世的活動をし続
けることができ、また、絶対的存在を勧
請して、現世利益を祈祷する儀式を行な
うことができるという点にあると考えら

平安京と仏教
室
むろ
寺
じ
義
よし
仁
ひと

1981年高野山大学文学部
仏教学科卒。1986年京都
大学大学院仏教学専攻博
士課程修了。ハンブルク大学
インド・チベット文化歴史研究
所で研究。1993年Dr. der 
Phil ［ハンブルク大学］。現
在、高野山大学文学部教授。
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弘法大師像（香川県歴史博物館所蔵）

栄西禅師が開山した臨済宗建仁寺派大本山・建仁寺の大雄苑

孔雀明王（福知山市大江町観音寺所蔵）



れる。最澄は桓武天皇のために、また、
空海は嵯峨天皇のために、病気平癒の息
災の法を修するとともに、その灌頂を授
けたという。
　しかし、最澄・空海が密教を開いたこ
との、政治的な意味はこのように解釈で
きるにせよ、宗教活動において意図した
ことが、そうであったと言うつもりはな
い。また意図はどうあれ、少なくとも彼
らの持ち帰った万巻の書、また彼ら自ら
が残した書や行法、あるいは宗教家とし
ての傑出した人物や業績が、後の、為政
者のためだけではない、真に人々に根付
いた日本の仏教の在り方を開いたことは
事実である。平安末期から鎌倉時代にか
け、脱世間による解脱と、死後に涅槃に
入ることを求め、また、苦しむ人々にそ
の方法を説くという仏教の本筋を、様々
な色合いを持たせながらも貫いたまま、
日本的新仏教諸宗派の祖師たちが誕生し
てきた。法然・親鸞・道元・日蓮、皆
ある時期、比叡山で学んだ祖師たちであ
る。最澄は、仏の教えを伝承するという
意味で、まさに伝教大師の名にふさわし
い。空海の大師信仰は全国津々浦々に広
がり、四国遍路や、お大師様が「即身成
仏」されて生きておられるという聖地高
野山への信仰は、浄土思想と結びつきな
がら今もなお人々の間に根強く広がって
いる。たとえ入り口は現世利益を求めて
の信仰心であっても、遍路の旅を続け、
あるいは聖地の息吹に触れる時、現世的
欲得に虚しさを感じ、生きることの意味
を問い直す人も多いであろう。空海は、
仏法を人々に弘

ひろ

めるという意味で、まさ
に弘法大師の名にふさわしい。ブッダの
教えの真髄は、仏教が政治的に利用され
たり弾圧されたりする度々の局面を経な
がらも、時空を越えてこの国の仏教に、
確かに伝わり、広まったのである。その
ことを最も端的に表わす一例を、最後に
挙げておきたい。
　ブッダ最期の言葉は、「あらゆるもの
ごとは無常なものなのだ。それゆえ、怠
ることなく努力しなさい」。こう弟子達
に言い残して、不動にして寂静なる涅槃
に入られたと、伝えられている。生物で
あれ、物質であれ、また、喜びや悲しみ
等の心情であれ、美しさや若さ等の性質

　京都にはたくさんの神社仏閣がある。
由緒のある神社も数多く、仏教各宗派の
本山（大本山、総本山）寺院も多い。こ
こでは、「京都にあるお寺」（特に浄土教
系）に目を向け、そこから、日本仏教の
一端をかいま見よう。

日本仏教の「宗」

　日本仏教には数多くの宗派があり、そ
れぞれで教えが説かれ崇敬をあつめてい
る。仏教は釈尊の教えにしたがって仏（覚
者）になることを目指す宗教であるが、

そのための「行」の仕方（理解）によっ
て教えが異なってくる。「宗」が生まれ
てきたゆえんである。各宗派寺院により、
本尊や本堂等の建物配置・内部構造など
に特徴（差異）が見られるのも、教えの
理解・実践の仕方などと関係が深い。例
えば、比叡山延暦寺の根本中堂と（浄土
真宗）本願寺の御影堂とでは、どちらも、
それぞれで一番大事な御堂であるが、内
部構造がかなり異なっている。本願寺の
御堂には、本尊が安置され礼拝儀礼が
行なわれる内陣と参詣者が座る外陣があ
る。外陣の面積は相当広く、多くの参詣
者を想定した構造になっている。根本中
堂には、その外陣に相当するような空間
は（ほとんど）なく、内陣に相当する部
分ばかりである。伝統的寺院は、仏殿（本
堂）・経堂［図書館］・講堂［講義室］・
禅堂など、僧（出家者）が活動する諸堂
を備えているが、本堂［根本中堂］に在
俗の信者が多数参詣するという仕組みに
はなっていないからである。
　浄土真宗にも 700 年余の伝統がある
が、鎌倉新仏教という名称が示すように、
日本に伝わり展開してきた仏教のなかで
は「新しい」のである。インドですでに「新
たな」大乗仏教が生まれているが、その
経典群が中国に伝わり、どの経典どの教
えを主にするかという理解の元に「宗」
が生まれてきた。日本仏教はその流れの
内にある。
　また、本願寺境内で一番大きな御堂で、
通常、法要などが営まれる御影堂には、
正面に仏像はなく、宗祖親鸞の像が安置

されている。本尊の阿弥陀仏が奉られて
いる阿弥陀堂（本堂）は御影堂の隣にあっ
て少し小さめである。仏殿（阿弥陀堂）
のそばに、宗祖と仰ぐ親鸞像の前で法話
を聞く場が大きな建物になったところに
浄土真宗の特徴が見いだせる。また、御
影堂・阿弥陀堂（本堂）の両堂形式を持
つのは本山寺院だけで、真宗の一般寺院
の本堂は、正面に阿弥陀仏像、右に開山
親鸞像、左に蓮如像（［西］本願寺派・［東］
大谷派、他派は各々の歴代像）、余間に
聖徳太子像・七高僧像という形を持つ。
聖徳太子の崇敬、親鸞の選んだ七高僧を
讃仰することも、親鸞の仏教理解に基づ
いている。

13宗 56派

　現在、宗派となっているのは、「13 宗
56 派」といわれる伝統仏教が主である。
13 宗は、（奈良仏教系）法相宗・華厳宗・
律宗、（平安期に成立）天台宗・真言宗、（浄
土教系）融通念仏宗・浄土宗・浄土真宗・
時宗、（禅宗系）臨済宗・曹洞宗・黄檗宗、
それに日蓮宗である。奈良仏教系の「宗」
は学問仏教の学派的なものである。天台
仏教は、法華経を中心に禅定・念仏など
多くの行を持つ＜総合仏教＞であり、鎌
倉仏教系（禅宗・浄土宗・日蓮宗など）は、
天台仏教のなかの行のひとつが選ばれた
形（もっぱら坐禅、念仏のみ、等）となっ
ている。
　その後、仏教系・神道系のさまざまな
宗派教派が登場し、相互に影響し合うな

ど種々の流れとなってくるが、明治政府
の宗教政策（神仏判然［分離］令、大教
院の設置・廃止など）の下で、現在の

「宗教」（諸宗教、教派宗派）」の枠組み
が形成されてきた。西洋近世に生まれた
religion（宗教）概念に即する形で、独
自な教義をもつ神道的な宗教運動態は教
派神道とされ、神道（神社）と分けられ
た仏教（寺院）は、近世以前に成立した
諸宗諸流が元になって「13 宗 56 派」と
して公認されるようになった。そして、
宗教団体法（1939）により、宗祖を等し
くする宗派の統合が進められ、28 派と
なったが、1945 年に宗教団体法が廃止
されて以後、従前の宗派の多くが復活す
るとともに、既成の宗派から分離して多
くの教団が誕生した。幕末維新期頃に登
場してきた「新宗教」、それらからの諸
分派、70 年代 80 年代に活発化してきた
新たな運動態なども、伝統仏教教団と並
んで存在している。それら諸宗教諸宗派
の現在の姿は、宗教法人法（1951）にも
とづく法人格をもっているものの分類を
通して見ることができる（文化庁編『宗
教年鑑』を参照）。

浄土宗、浄土真宗

　京都には浄土宗や浄土真宗などの本山
（本願寺や知恩院、禅林寺［永観堂］など）
が多い。＜法然は浄土宗の開祖、親鸞は
浄土真宗の開祖＞と理解（説明）される
ことが多い。このような表現（理解）自
体は、間違いではないが、少しばかりの

であれ、全ていつかは滅する、常ならざ
るものである。だから自分も死ぬけれ
ども、その後も悲しみに暮れて放逸にな
ることなどなく、今まで通り清浄な生活
を守り、死後は涅槃に入れるよう「怠る
ことなく努力しなさい」と。前半の文言
は、漢訳で「諸行は無常なり」と訳され
た。我々にとっても、『平家物語』の冒頭、

「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあ
り」の一節により、馴染みのある言葉で
ある。『平家物語』では、だからどうす
ればよいのか、という問いに対し、様々

な逸話を含めた物語の全体として、此の
世の栄華などに惑わされず、厭離穢土の
心を持って出家し、極楽往生を遂げられ
るよう、念仏三昧の生活を送りなさい、
と答えている。
　「心の時代」と言われて久しい。今ま
た輪廻を信じる死生観が、それをはっき
りと苦と見るか否かは別としても、流行
しているようである。反社会の危うさの
上に立ちながらも、ブッダの教えの真髄
は、人々が脱現実の時空を必要とする限
り、さらに伝えられて行くのであろう。

京都のお寺、日本の仏教
高
たか
田
だ
信
しん
良
りょう

1970年京都大学文学部
（哲学科宗教学専攻）卒
業。1975年京都大学大学
院博士課程（宗教学）単位
取得。2005年博士（文学）

［龍谷大学］。現在、龍谷大
学文学部教授（宗教学）。
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金剛峯寺

本願寺（右奥）と興正寺（左手前） 錦織寺



補足説明が必要ではある。「浄土宗」は、
たしかに、法然に始まる「宗」である。
その「宗」のなかでの教義理解の差異が
顕在化し、とりわけ、親鸞の流れが「浄
土真宗」となっていった。親鸞は「浄土
真宗」という語を用いるが、それは、法
然の教えである＜真の浄土宗＞を自身は
受け継いでいるとの意味である。「13 宗」
のなかの浄土宗・浄土真宗は、歴史的に
形成された宗派（教団）を意味する。

「念仏」は、元来、「仏を観ずる・念ずる」
行である。中国仏教のなかで、阿弥陀仏
の名を称える念仏が主となって実践され
てきたが、法然（1133-1212）は、『選択
本願念仏集』を著し、伝統的な仏教の中
では多くの行の一つであった「念仏」の
教えにもとづく「浄土宗」を開いた。そ
れまでの「宗」は、『八宗綱要』（凝然、
1268）で説明される「倶舎・成実・律・
法相・三論・華厳」の南都六宗（奈良仏教）
と天台宗・真言宗であった。法然は、中
国の善導（613-681）の教え（『観無量寿
経』を中心にして「南無阿弥陀仏」と口
に称える口称念仏を勧める）を承け、「選
択本願」の「念仏の教え」を説いた。そ
れは『無量寿経』に説かれる阿弥陀仏（法
蔵菩薩）の「第十八願」を元にした「他
力」の教えに他ならない。
　法然の下に生まれたサンガ（僧伽、
教団）は、いくつかに分化して歴史的
な宗派を形成していった。門下のなか
で、弁長（1162-1238）のながれ（鎮西
派）が知恩院（や東京の増上寺）などを
本山とする浄土宗になっていった。証
空（1177-1247）の流れが西山派で三流
に分かれている（西山浄土宗・長岡京
市の光明寺が本山、浄土宗西山禅林寺
派・禅林寺［永観堂］が本山、浄土宗西
山深草派・新京極三条の誓願寺が本山）。
親鸞（1173-1262）の流れが浄土真宗と
なり、証空門下の聖達に師事した一遍

（1239-1289）の流れが時宗となった。
　法然が説いた念仏の教えは、「本願を
信じ念仏を申さば仏に成る」（後に親鸞
の言葉を伝えた『歎異抄』の第 12 章）
というものであるが、「念仏を称える」

（行）と「本願を信じる」（信）に関して
多義的理解が内包されてもいた。「行」
の実践性に力点を置いた理解、「信」に

力点をおいた理解、さらには、「阿弥陀
仏のはたらき」に「大行」をみる（親鸞）
などの教学的理解の差異によって、歴史
的なサンガ（宗派）が形成されていった。
門流はさまざまに分化もしているが、教
学的に独自なものを持つ歴史的宗派は、
知恩院の浄土宗（鎮西派）・西山派・浄
土真宗・時宗といえる。法然門下の流れ
以外にも念仏の教えが重要なものと位置
づけられている宗派がある。天台真盛
宗（天台僧真盛（1443-1495）に始まる）、
融通念仏宗（天台僧良忍（1072-1132）
に始まる）、中国の明から来日（1654）
した隠元が伝えた黄檗禅（黄檗宗）など
では、念仏も独自な位置づけがなされて
いる。

真宗十派

　京都にある浄土真宗の本山は東西本願
寺・佛光寺・興正寺である。現在、「十
派」がある（真宗十派で構成する真宗教
団連合のホームページ http://www.shin.
gr.jp 参照）。浄土真宗の派には、基本的
には教学上の差異はない（伝統教学・近
代教学などの論争、宗教運動態グループ
が、現在の宗教法人法のもとで独立した
組織体として一派を名のるものは多く存
在する）。関東在住時の親鸞が説く教え
に出会った人々は、その地名によって、
高田門徒（後の高田派）、荒木門徒（後
の佛光寺派）、横曽根門徒（その法流か
ら後の錦織寺、本願寺の存覚（1290-1373）
との縁等により一派となった）などと
呼ばれた。親鸞の墓所（東山・大谷）
に建てられた廟堂が親鸞の曾孫・覚如

（1270-1351）の代に本願寺となった。本
願寺に蓮如（1415-1499）が出て、それ
までの門弟諸流に属していた人々の（高
田派を除く）大半が蓮如に帰参した。ま
た、新たに蓮如に帰依する人々も多く、
本願寺教団が真宗門徒の大部分を占める

ようになった。秀吉・家康の時代に、本
願寺は京都の現在地に寺基を構え、東西
本願寺に分立するようになった。佛光寺
から蓮如に帰参したのが興正寺グループ
であるが、明治期（大教院廃止時）に独
立して真宗興正派となった。また、歴史
的には異なる法流を形成していた諸寺院
が独立した。福井県にある毫摂寺（真宗
出雲路派、越前市）・誠照寺（真宗誠照
寺派、鯖江市）・専照寺（真宗三門徒派、
福井市）・證誠寺（真宗山元派、鯖江市）
である。東西本願寺・専修寺（真宗高田
派、三重県津市）・佛光寺（真宗佛光寺
派）・興正寺（真宗興正派）・錦織寺（真
宗木辺派、滋賀県野洲市）と合わせて「十
派」となり、現在に至っている。「御影堂」
の呼び方（〈ごえどう〉〈みえどう〉など）
や親鸞作成「正信偈・和讃」を読誦する
際の節の付け方等で、各々の伝統を持っ
ている。

京都とキリスト教
　京都の宗教と言えば神道と仏教を思い
浮かべるのが普通ですが、京都において
キリスト教はどのような歴史をもってい
るのでしょうか。ここでは京都における
16 世紀のキリスト教をご紹介しましょ
う。

　この『CISMOR VOICE』を発行して
いる「一神教学際研究センター」は、キ
リスト教主義の同志社大学にある研究セ
ンターのひとつです。今でこそ、同志社
は京都にある学校として一般的に知られ
ていますが、よく考えてみると、130 年
ほど前に、仏教や神道の中心地で、1200
年にわたって「天皇の都市」であり、キ
リスト教がまったく根付いていなかった
京都にキリスト教主義の同志社英学校が
創立されたことは不思議というより他あ
りません。しかも、京都御所と相国寺
にはさまれた所にあるのですから驚
いてしまいます。というわけ
で、京都におけるキリス
ト教の歴史を語る際
には、同志社の
歴史にふれない
わけにはいきま
せん。同志社の歴史
については、学校法人同
志社のホームページ＊１をご覧
下さい。

　同志社の創立は 1875 年ですが、それ
よりも 300 年も古い、キリスト教に関係
する遺物が同志社大学にあります。京都
市上京区にある今出川キャンパス（地下
鉄「今出川」駅から徒歩 1 分）の西門を
入り、すぐ右手にある図書館の入り口の
前にその遺物、すなわち南蛮寺の礎石が
あります（次頁フォトギャラリー参照）。
駒札（名所説明立札）が立っていますが、
残念なことに、学生でさえこの礎石のこ
とをあまり知らないようです。しかし昨
年、NHK の日曜日夜 8 時からの大河ド
ラマ「功名が辻」で紹介され、遠くから
礎石を見に今出川キャンパスを訪れる人

が増えてきました。

　プロテスタントである同志社に、どう
して創立よりもはるか前に存在した南蛮
寺（カトリック）の礎石があるのでしょ
うか。今出川キャンパスは以前、薩摩藩
邸でしたが、もっともっと昔には、南蛮
寺が建っていたのでしょうか。実はこの
礎石、同志社大学考古学研究室が 1973
年に「姥柳（うばやなぎ）町遺跡」を発
掘調査した際に発見したものなのです。
それは、イエズス会が織田信長の庇護と
高山図

ず

書
しょ

（高山右近の父）らの援助の下、
四条坊門姥柳町（現在の中京区蛸薬師室
町西入ル）に建立し、1576 年（大正 4 年）
に献堂式を行った聖堂（被昇天の聖母教
会）の礎石と考えられています。この南
蛮寺がどのようなものであったかは、狩

野宗秀の筆による「都の南蛮寺図」（神
戸市立博物館所蔵）で知ることができま
す。有名な図なので、ご存じの方も多い
でしょう。この南蛮寺はその後、豊臣秀
吉の「伴

ば

天
て

連
れん

追放令」（1587 年）によっ
て取り壊されてしまいました。
　さらに、「姥柳町遺跡」からはたいへ
ん面白い出土品がありました。裏に人物
が線刻された硯です（次頁フォトギャラ
リー参照）。同志社大学歴史資料館の若
林邦彦さんは次のように述べています。

…そこに描かれた人物はいずれも大
きな鼻をもち、右下の人物は大きな
飾りのついたものを頭にのせ、手に
杖を持っています。中央上に描かれ
た人物は、鍔のついた帽子をかぶり
胸にボタンの並んだ衣服を着ていま
す。硯は安土・桃山時代の土器とと
もに出土していて、16 世紀に描か
れた絵に間違いありません。16 世
紀の一般の日本人がボタンのついた
服を着ているとは考えられず、これ
らは西洋人の姿だと思われます。 
　これが南蛮寺跡から出土したこと
を考えてみると、右下の人物はミト
ラ（儀式用の冠）をかぶり牧杖を持っ
た司祭、中央上の人物はその侍者と
推定できます。侍者は長い蝋燭消し
をもち、その傍らには十字架と葡萄
酒を入れたらしい容器が見えていま
す。おそらくミサなどの儀式の様子
だと思われます。＊２

このたいへん興味深い図柄の硯は、
同志社大学京田辺キャンパス

にある歴史資料館（JR
「同志社前」駅から

徒歩 10 分、近鉄
「興戸」駅から
徒歩 15 分）で常

設展示されています。
　また、京都の南蛮寺の

ひとつにかけられていたとさ
れる銅鐘（重要文化財）が妙心

寺の塔頭春光院にあります。これに
は 1577 という西暦とイエズス会の紋章
が陽鋳されています。もしかすると姥柳
町の南蛮寺のものだったのかもしれませ
ん。この鐘は非公開文化財ですので、特
別公開の時に見ることができます。
　仏教や神道の中心地とされる京都に
おいても、このようにすでに 16 世紀に、
キリスト教を伝えようとする努力がなさ
れていたのです。

�（同志社大学大学院神学研究科教授　越後屋　朗）
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高田信良先生の著書

1993 年　『見える真宗・見えない真宗』（永田文昌堂）

2004 年　『宗教の教学 ―親鸞のまねび』（法藏館）

2006 年　『宗教の祈り　親鸞の願い』（法藏館）

佛光寺

都の南蛮寺図（神戸市立博物館所蔵）

＊１ http://www.doshisha.ed.jp/history/index.html
＊２ http://hmuseum.doshisha.ac.jp/html/articles/record/detail.asp?xml=record20060906.xml
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嵐山・渡月橋。亀山上皇が曇りのない夜
空に月がさながら橋を渡るようなさまを
みて「くまなき月の渡るに似る」と感想
を洩らしたことから、「渡月橋」とよば
れるようになった。（撮影：高橋　徹）

糺の森。下鴨神社の南側に広がり、太古か
らの原生林が残る。源氏物語の中で「憂き
世をば　今ぞ別るるとどまらむ　名をば糺
すの神にまかせて」と光源氏も歌ってお
り、世界遺産にも指定されている。
（撮影：澤村容子）

愛宕山月輪寺にある浄土真宗の開祖・親鸞聖人像
（撮影：高橋　徹）

浄土宗西山禅林寺派総本山・禅林寺（永観堂）。
紅葉の美しさで有名。（撮影：澤村容子）

南蛮寺の礎石（撮影：澤村容子）

1890年7月当時の同志社英学校（同志社社史資料センター所蔵）

姥柳町遺跡線刻硯
（同志社大学歴史資料館所蔵）

最澄によって開かれた天台宗総本山・比叡山
延暦寺 根本中堂（撮影：高橋 徹）







バーバラ・ブラウン・ジクムンド
　2006年は、ワシントンDCにあるアメリカ・カトリック大学のライフ・サイク
ル研究所（LCI）の共同研究員として過ごしました。LCIは公共政策に、
ローマ・カトリックの社会思想に見出される諸テーマへのアメリカにおける

宗教的責任を関係づけようとする社会学的研究を行っ
ています。また、全米キリスト教会協議会の宗教間対話
委員会の共同委員長としても活動しました。この委員会
とともに、昨年9月に、カナダのモントリオールで開催され
た国際会議「9･11後の世界の宗教」に出席し、フォーラ
ム「罪の許しと和解：様々な宗教の伝統という観点から」
の議長を務めました。11月にはワシントンDCで行われた
アメリカ宗教学会年次大会に参加し、CISMORと京都・
宗教系大学院連合（K-GURS）が開催したレセプション
に関わりました。

中山善樹
　はやいものでエックハルト研究を始めてから、30年以上経ってしまった。
　学生時代いろいろな哲学書を読みあさって最後にゆきあたったのがエックハ
ルトだった。当時はまだあまり注目されていなかったラテン語著作を読んでみた
ところ、とてつもなくおもしろいものだった。私は研究の的をしぼり、ラテン語著
作をなしうるかぎり精確に読解してみようと心に決めた。エックハルトの中世ラ
テン語はありとあらゆる引用で飾られた難解なものだったが、運良く出版の機
会に恵まれ、現存のラテン語テキストのほぼすべてを翻訳することができた。数

年まえからは既刊のものも大幅に改訳
し、詳細な註と解説をつけて「エックハル
ト、ラテン語著作集」全5巻としてまとめる
作業に入っており、現在までのところ第1
巻「創世記註解、創世記比喩解」、第2
巻「出エジプト記註解、知惠の書註解、
雅歌註解」が刊行された。この仕事は文
字どおり私のライフワークとなった。今は
健康のゆるすかぎり研究を続けていきた
いと希っている。

オスマン・バカル
　2006年5月、同志社大学特別客員教授として京都
に滞在しました。マレーシア帰国後は、2つの大学院の
授業を担当し、加えて、複数の研究プロジェクトへの参
加、本の出版と、忙しい毎日を過ごしています。現在最も
重要な研究プロジェクトはクルアーンの科学的解釈で
あり、この研究成果は、プロジェクトのスポンサーである
アフル・アル=バイト財団（ヨルダン・アンマン）に来年提出することになっています。
　また、CISMORの出版物のための論文執筆の最中です。この論文では、クルアーンにおけ
るウンマ(共同体)の普遍的概念からヒントを得た「ウンマ研究」という新しいアイデアを扱って
おり、ムスリムと非ムスリム双方の共同体のほかに動物にも言及しています。この概念は比較
宗教学と現代民族学にとって意味のあるものです。

バカル先生の最近の著作

越後屋　朗
　2000年夏にメギド（イスラエル）での発掘調査に参加して以来、研究の中心はイスラエ
ル・パレスチナにおける考古学的調査です。昨年の夏は、テル・レヘシュでの発掘調査に参
加する予定でした。しかし、イスラエルとヒズボラの戦闘により、出発直前になって調査は中
止となりました。2003年のエン・ゲヴでの発掘調査もイスラエル・パレスチナ情勢の悪化で
出来ませんでした。発掘調査はまさに過去に目を向けるものですが、調査対象である発掘場
所は現在の政治状況と密接に関わっています。
　私の現在の関心が発掘調査にあるといっても、考古学者というわけではありません。専門
はあくまでもヘブライ語聖書テクストの解釈です。最近では、テ
クスト解釈における読み手の背景（コンテクスト／ロケーション）
が強調される傾向にありますが、やはり解釈においてテクストの
歴史的背景はひじょうに重要です。しかしヘブライ語聖書の場
合、それについての情報が十分だとは決していえません。だから
こそテクストの歴史的背景の解明に重要な考古学的成果に
関心を持つようになったわけです。
　さて、ヘブライ語聖書テクストをどう読むのか。私の読み方は、
テクストの「非神話化」であり、「再人間化」であり、「相対化」で
す。実は、こうした作業を通してこそ、唯一者の一部が垣間見え
るのではないかと考えています。
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編集後記

　「京都・宗教系大学院連合」をご存じでしょうか。京都を中心とした宗教系の
大学院7つと大学1つが2005年7月31に設立した学術ネットワークです。英語
ではKyoto Graduate Union of Religious Studiesと表記し、略称はK-GURS
（ケー・ガース）です。加盟校は、大谷大学文学研究科、高野山大学文学研究
科、種智院大学仏教学部、同志社大学神学研究科、花園大学文学研究科、
佛教大学文学研究科、龍谷大学文学研究科で、協力団体の１つとして私たち
同志社大学一神教学際研究センターも加わっています。

　前号に引き続き、「京都」の特集をしている今号では、このK-GURSに加盟し
ている高野山大学の室寺先生と龍谷大学の高田先生に「京都と仏教」をテー
マにしたエッセイを執筆していただきました。お忙しい中、執筆依頼を快くご承諾
いただき、誠にありがとうございました。また、裏表紙エッセイの執筆者をご紹介い
ただきました裏千家業躰の金澤宗維先生（1981年同志社大学文学部卒）にも
御礼申し上げます。

　今号に、11月の国際ワークショップと12月の第2回ユダヤ学会議についての
報告を載せています。詳細な報告は後日、一神教学際研究センターのウェブサイ
トおよび報告書を通して公開されることになっています。

　次号の特集はまだ決まっていません。取り上げてほしい都市（宗教と関係す
る）がありましたら、一神教学際研究センターまでお知らせ下さい。これまでは、エ
ルサレム、カイロ、ニューヨークと旅し、京都に戻ってきたところです。

K-GURSの活動については、http://www.kgurs.jp/をご覧下さい。（ネアン）

来訪者記録

日付

2006年

1月19日

2月22日

氏名

ニック・カーター

マスフード・ダーヘル

所属機関

アンドーバー・ニュートン神学校

レバノン大学

国名

アメリカ

レバノン

きょう てい

 2006年度活動報告

12月6日
『2005年度研究成果報告書』発行

12月9日
第2回CISMORユダヤ学会議
「ユダヤ学の多様性：取り巻く異文脈との対話」
会場：新島会館

12月11日
一神教学際研究センター・神学部・神学研究科共
催　公開講演会
「サウジアラビア王国と、中東の平和と安定への役
割」
ファイサル・ハサン・トゥラード（駐日サウジアラビア王
国特命全権大使）
会場：同志社大学　今出川キャンパス　神学館礼
拝堂

12月18日
特定研究プロジェクト2：研究会（3）
「レザー・シャー独裁と国際関係 ̶転換期イランの
政治史的考察̶」
発表：吉村慎太郎（広島大学総合科学部助教授）

12月26日
一神教学際研究センター、シャイフ・アフマド・クフタ
ロウ財団共催
国際シンポジウム「『新中東』の光の下のスンナ派・
シーア派関係の未来」
会場：シャイフ・アフマド・クフタロウ財団（シリア・ダマ
スカス）

2月2-3日、8-9日、13-14日
ヘブライ語インテンシブ・コース

2月26日
特定研究プロジェクト3：研究会（2）
「近代東アジアが出会ったもう一つの西洋科学：入
華プロテスタント宣教師の科学啓蒙活動」
発表：八耳俊文（青山女子学院短期大学教養学
科教授）

2月28日
『JISMOR（一神教学際研究）3』発行

3月7日
部門研究３：研究会（1）
「大川周明と折口信夫 ̶明治期の宗教思想家
たちと『一神教』̶ 」
発表：安藤礼二（多摩美術大学美術学部助教授）

 2006年度刊行物

小原克博・中田　考・手島勲矢著
『原理主義から世界の動きが見える ̶キリスト教・
イスラーム・ユダヤ教の真実と虚像̶』
出版社：PHP研究所

森　孝一編著　同志社大学一神教学際研究セ
ンター企画
『EUとイスラームの宗教伝統は共存できるか ̶
「ムハンマドの風刺画」事件の本質̶』（明石ライ
ブラリー103）
出版社：明石書店

3月17日
一神教学際研究センター・日本オリエント学会共催
公開講演会
「古代エジプト人の神々」
吹田　浩（関西大学文学部教授）
会場：同志社大学　今出川キャンパス　神学館礼
拝堂

3月31日
『CISMORユダヤ学会議』報告書第2号発行

　2006年 9月に一神教学際研究センター
（CISMOR）が行ったマレーシア研修は、同志
社大学博士後期課程学生の調査・研究向上を
目的としており、具体的にはマレーシアにお
ける実地調査および現地研究機関での発表を
通して、調査・研究の向上が図られた。
　実地調査は、クアラ・ルンプールを拠点に

シンガポールおよび半島北部トレンガヌ、ク
ランタン、ケダ、ペナンなどにおいて行われた。
調査はマレーシアにおけるイスラームと国家
の関係、国家におけるウラマー（イスラーム
法学者）の役割、などであり、イスラーム発
展庁、各州イスラーム宗教局などの行政関係
者、マレーシア・イスラーム党指導者たちか
らの聞き取り調査および行政、政党等の機関
における資料収集が主な内容であった。他に、
国際イスラーム大学、マレーシア国民大学、
マレーシア科学大学、在シンガポール日本大
使館などの現地研究者およびフィールド・ワー
ク中の日本人研究者らとのレクチャーおよび
情報交換があった。また、宗教学校やイスラー
ム金融実務担当者への訪問も行われた。およ
そ3週間という短い期間と過密なスケジュー
ルではあったが、得られた資料は、今後の研
究に極めて有用なものであったといえる。
　これら調査・研究の成果は、国際イスラー
ム大学の国際イスラーム思想・文明研究所

（ISTAC）の研究会「ISTACフォーラム」に
おいて『マレーシアにおけるイスラームと国
家（Islam and State in Malaysia）』と題され
て英語で発表された。国際イスラーム思想・
文明研究所は、東南アジアにおけるイスラー
ム思想研究の主要研究機関である。発表につ
いて、研究所の教授陣および学生、在マレー
シア日本人研究者らと極めて活発な議論を行
うことができた。それに、今後の研究のため
に非常に有用なアドバイスを得ることができ
た。
　総体的に今年度のCISMORマレーシア研修
はかぎられた期間に調査と発表を同時進行す
ることによって、目に見える研究の向上を達
成する、という目標を持つものであったが、
東アジアおよび太平洋地域イスラーム宣教評
議会（RISEAP）をはじめとするマレーシア
現地の政府、教育、政党等の諸機関の協力に
より、着実な成果をあげることができたと思
う。

塩崎悠輝
同志社大学神学研究科博士後期課程

マレーシア
夏期研修
プログラム
（9月4─26日）

マレーシア・イスラーム党の党首と筆者 マレーシア北部ケダ州の宗教学校生徒たちマレーシア北部クランタン州の州都コタ・バル
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